




NPOあなたのいばしょは

チャット相談を通じて

孤独・自殺対策に取り組んでいます。
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これまでの相談件数

186,264件

期間：2020年3月10日-2021年11月24日
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特徴

24時間365日対応
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24時間対応を実現するために-1

採用・研修・応対をすべて 
オンラインで。
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24時間対応を実現するために-2

深夜から朝方にかけては、 
海外在住の日本人相談員が応対。
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濁流のように相談が寄せられる。 

最下流の相談窓口を拡充するだけでは 

もはや追いつかない
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具体策
大前提：エビデンスに基づいた政策推進
・定義 
・指標 
・政府の施策改善と効果検証

① ひっ迫を防ぎ「すぐ繋がる窓口」実現
・相談窓口への「人を雇える」財的支援 
・電話相談窓口共通ダイヤル「783(なやみ)」の実現 
・官民合同プラットフォームを立ち上げ、相談窓口への幅広い支援を議論 
・相談窓口のデータを学校・児相・医療機関等と共有できる仕組みを整え 
地域のリソースを活用しながら、対応にあたる体制を構築 

・SNS相談における自動応答AI開発のための研究を支援 
・社会的処方をはじめとする、予防型孤独対策に早期に着手
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具体策

② スティグマを根絶し、誰も窓口を利用でき 
る社会を実現

①「孤独は誰もが感じること、孤立は誰もが陥る可能性のあることであ
り、支援制度や窓口を利用することは『恥ずかしくない』ということを
孤独・孤立対策の対象者に届ける」という基本方針を策定 

② 基本方針に基づいて、報道機関等の協力も得ながらキャンペーンを展開 

③ 実態調査において孤独や孤立が深刻な層で援助希求行動の有無を調べ、 
スティグマを特に感じている層を洗い出す 

④ グループの生活習慣・文化・慣習に沿った形でスティグマ軽減の施策を 
実施(例：子どもたちのスティグマ軽減には、ICT端末を活用し、プッ 
シュ通知) 
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